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めにも TPP11（CPTPP）や RCEPなどのメガ FTAについても新たな戦略的
対応に迫られている。
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世界の非関税措置は 2000 年の 1,449 件から 2012 年には 3,086 件で２倍以上増
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表１　時期別保護貿易政策の特徴
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　 　 1970 1980 1990 2000 2010 2017
１ 中国 0.9 0.1 0.9 10.7 25.1 24.8 
２ 米国 47.3 26.4 29.8 21.8 10.7 12.0 
３ ベトナム 1.5 - 0.2 1.0 2.1 8.3 
４ 香港 3.3 4.7 5.8 6.2 5.4 6.8 
５ 日本 28.1 17.4 19.4 11.9 6.0 4.7 
６ 豪州 0.4 1.3 1.5 1.5 1.4 3.5 
７ インド 0.1 1.0 0.7 0.8 2.5 2.6 
８ 台湾 - 1.2 1.9 4.7 3.2 2.6 
９ シンガポール 1.3 1.5 2.8 3.3 3.3 2.0 





















中国との FTAを発効（2015 年 12 月）させたのも同政権である。朴政権は数
度にわたり FTA政策を公表しているが，その骨子はほぼ一貫している。2015









欧州自由貿易連合（EFTA）等 52 ヵ国・地域と 15 件の FTAを発効させている。
韓国の FTA発効国との貿易比重は年々増加しており，2014 年に 40.2％であっ
た比重は 2015 年に発効した韓・中 FTAによって 2016 年には 67.8％まで急速
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あるが，韓国はこれを 2020 年までには 90％水準まで高める計画である 4。







TPP交渉参加の 12 ヵ国のうち，日本とメキシコを除く 10 ヵ国とすでに FTA
交渉が妥結・発効されているため，TPP交渉に参加した場合のメリットが低
かったといえる 5。現在，TPPは米国の脱退で 11 ヵ国による包括的・漸進的
環太平洋パートーナシップ協定（CPTPP；Comprehensive and Progressive 














（２）合意した FTA：韓・中米 FTA 
韓国にとって最も新しい FTA協定は 16 件目になる韓・中米 FTAである。
2015 年９月から交渉が始まり，2017 年３月に中米統合機構（SIECA）の６ヵ
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韓国が現在交渉中の FTAは，二国間 FTAである韓・イスラエル FTA，そ
して多国間 FTAである RCEP，日中韓 FTA，韓・MERCOSURFTA等がある。
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南米最大の経済圏である南米南部共同市場（MERCOSUR 9 ）とは 2018 年
５月から FTA交渉が始まった。MERCOSURは中南米地域外の主要国家との
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FTAが発効された以降，米国の対韓貿易赤字が増加したとして，トランプ政
権による FTA再交渉の圧力が高まった。米国の対韓貿易赤字は FTA発効前
の 2011 年には 116 億ドルであったが，2015 年には 258 億ドルと過去最高を記
録した。その後貿易赤字規模は２年連続で減少してはいるが，2017 年の対韓
貿易赤字は179億ドルと未だに FTA発効前を上回る水準である 11。トランプ大





しかし，確かに韓国の対米輸出は 2011 年の 562 億ドルから 2017 年には 686


































外す代わりに，韓国産の鉄鋼材の対米輸出に対しては，2015 ～ 2017 年の平均
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まず，韓・チリ FTAの場合，発効（2004.4.1）から 14 年が経過するなかで，





























































































































































る。まず，韓・EAEUFTAは共同研究（2015 年 11 月～ 2016 年９月）が終了し，






































一方，米国の離脱後に 11 カ国によって署名された CPTPPに関しては，前
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